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　１．地域構想，危機の所在
　ここでは東北学院大学地域構想学科の学科名に
なっている地域構想の考え方や取り組みの課題につ
いて，学際性という視点から考察してみたい。
　地域構想学科が設立されて 10 年が経った。残念
ながら，地域構想学的手法による研究スタイルが確
立しているとはいえない。そのため，学生や地域の
人々から「地域構想とは何か？」という問いが発せ
られ答えに窮することもある。結局は教育目標の「グ
ローバルな視野を持って，よりよき地域をつくる人
材を育てる」と述べて，その構成要素として「人と
自然とのかかわり」，「生涯にわたる健やかな生活」，
「地域社会を支えるもの」を語ることでお茶を濁す。
その理由は，スタッフの出自が，哲学，地理学，社
会学，体育学に分散し，結果としてこれらの紐帯と
して「地域構想」という言葉が創造されてきたこと
に由来する。専門家集団の形成は，通常は学問の対
象と方法論を定置して，結果としてより細分化され
た領域のスタッフを集めるか，共通の科学的な関心
から集めるか，社会の要請に応じて集める。その点
で当学科はこれらの集団形成とはやや異なる集まり
方をしている。
　また，三領域の区別は，結局は既存の学問の入れ
子（例：自然系は自然系）になっており学際性がも
ともと制限されている。それに各領域内部でも共通
した動き方（研究・教育面）を仕組みとして持って
いるわけでもない（個人の取り組みは散発的にあ
る）。
　やがて，地域構想という学問体系はないという考
え方が出てきた（思考停止）。その一方で地域構想
学を求めて疑問の海原とその深みにはまっていく者
も出てきた。こんなことが 10 年間続いてきたので
はないだろうか。
　これは三つの学問領域が，領域の再設定も含めて
内実豊かに展開されてなってこなかったためだから
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と考える。10 年経っても，この領域の説明は羅列
的なスローガンにとどまっていることがその証左で
ある。三領域に横串を刺すような議論や，別角度か
らの領域の再設定に関する議論はいうに及ばす，各
領域内の学的構造と領域間のつながりなどについて
もカリキュラム改正時の若干の議論を除けば，継続
的に議論したことはなかった。そして地域構想視点
からみた調査（ここでは地域構想アプローチという）
による学問の諸成果が，地域構想学（独自のもの）
の脈絡で語られることもほとんどなかった。そこに
学際性を売りにする地域構想学科の危機が内包され
ていた。
　２. 学際とはなにか
　学際（interdisciplinary）とは，「学問の一専門領
域とそれに隣接する他の領域の間に存在する中間領
域を意味する。･･･ 中略 ･･･ しかし一般的には，学
際的研究は，一つの目的と関心のもとに，多くの隣
接する学問領域が協業して研究するもの」（日本大
百科全書）と定義されている。また「これにより，
複数の学問分野にまたがる情報，データ，技法，道具，
展望，概念が統合され，本質的な理解がより深まり，
あるいは単一の学問分野ではとても対処できない
問題が解決する。」（古谷：http://www.oa.u-tokyo.
ac.jp/rashimban/kyoiku/001/1.php 2014.11.15 確
認）としている。
　学際研究とその教育の必要性は，米国アカデミー
学際研究促進委員会（Committee on Facilitating 
Interdisciplinary Research2004：http://www.nap.
edu/openbook.php?record_id=11153 2014.11.15
確 認 ） に よ る と，ʼInterdisciplinary research 
and education are inspired by the drive to 
solve complex questions and problems, whether 
generated by scientiﬁc curiosity or by societyʼ（同
報告書 p16）としている。つまり，学際研究や教育
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は①科学的好奇心と②社会の要請から引き起こされ
ると述べている。また，この学際研究は，学問とし
て統合される段階があり，赤司（『学際研究入門』
1997）は，複数の学問体系による共同研究から，①
新たな知を共有し，②そこから新しい専門分野が生
じ，③既存の学問体系の枠組みが崩れ，④新しい学
問体系が生じるとしている。
　このように学際性の出発点と発展段階でみていく
と，地域構想学科は，学際的学問としての地域構想
学を「昇華」させておらず，発展段階も②を標榜し
つつも，いまだ①の段階から動こうとしていないの
が現実といえる。
　当然，そこからは共通の「情報，データ，技法，
道具，展望，概念」が統合されることはほとんどない。
その原因は，スタッフの「学際」の本質にかかわる
認識（無知・無関心）が希薄であることや，複数領
域を跨ぐ野心的な共同研究も行われてこなかったか
らである（あるいは十分な成果をあげてこなかっ
た）。その諸結果は教育に現れている。卒業する頃
には，ほとんどの論文が既存分野の卒論（例：地理
学的卒論）になっているからだ。
　３．地域構想アプローチに向けた環境づくり
　もし，新たな知を共有する作業からもう一度見直
すなら，少なくとも共同実践の場としてのモデル研
究地域を持つ必要があるのではないだろうか。これ
なしには，新たな知の共有は困難だろう。
　実情に即して考えるなら，例えば東日本大震災被
災地の復興支援という社会からの要請を受けて，共
通モデル地域を設定し，その為の，情報，データ，
技法，道具，展望，概念の共通化を図る必要がある。
これにはスタッフ間の十分な議論が必要である。
　また，同時に，教科カリキュラムと学生の現地ト
レーニングとの連携を考える。現地指導は分野の異
なる教員が２人以上で行うようにする。卒論指導に
ついても同様に異なる分野のスタッフで主査・副査
となり指導を行うようにする。
　その上で，前に述べた三領域の見直しと再定義の
作業を行っていく。
　４．地域構想アプローチの特徴
　では，地域構想アプローチが行う研究は，他の学
問分野とどう異なるのだろうか？地域構想学のス
タッフの多くは学際領域の専門家である。よって，
①「学際性の学際性」（学際的異分野研究集団）に
よる独自の分析結果を示し，②必ず地域課題の解決
に向けた提言や実践を行う。この 2 本柱を基本ルー
ルとして守る。こうして地域構想学科のスタッフは
「社会の要請に応える」研究・教育集団としての使
命を明確にする。
　例えば，下の図は津波被災地の調査を地域構想ア
プローチで行うことを想定したものである。最上位
の層は事業取引で，これを研究するのは，（例えば，
以下同じ）経済地理学や地域経済学である。中間の
層（雇用）は労働経済学である。そして最下位の層
は地域福祉学等となる。しかし各層の研究はその中
でしか専門を語れない。被災地の現場は雇用がなく
なり，コミュニティが壊れてきている。またコミュ
ニティが壊れることで，従業員が分散して，事業再
開が遅れてしまうこともある。現場では雇用とコ
ミュニティの「同時・早急」の復興が待たれている。
この時，地域構想アプローチは，この各層に縦串を
通して課題を分析できる強みを発揮できる。
　地域構想アプローチはそれだけにとどまらない。
地域政策として縦串し調査に基づく独自の提言も可
能となる。このケースではコミュニティの維持のた
めにはどの事業所またはコミュニティビジネスと連
携を深めればいいか？あるいはそれから零れ落ちる
人にはどう対応していけばいいかがわかる。専門が
分かれていては，そういったことに無頓着にならざ
るを得ない。ほんの一事例に過ぎないが，そういう
成果を重ねていって，新たな知を共有しながら，未
体験ゾーンの③，④を目指していく，そういう地域
構想バージョンアップ戦略が必要なのではないだろ
うか？
　この 10 年は無駄ではなかったといえるような，創
造的破壊がいまの地域構想学科には求められている。
